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Table A9. Dose rankings of fallout radionuclides produced by a uranium-fucled nuclear
detonation., 1-5 day time phase.
Percent of total dose from ground-deposited muaterial pathwawvs

(inhalation and external)
Dose by Cumulative dosea

TEID Inhalation External radio-— from all Table 2
rank Radionuclidce dose dose nuclide radionuclides
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= 7 Zr chain 2.33E-02 19.54%% 19 4524 a8 922,
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I<3 'Sr chain 2. A49E-02 S5.46%% 5. 46%% B0O. 3324
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35S s Y £ 6. 5S7E-0O5 0.01%% 0.01°%%6 oo 9oses
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F2  ERER OMEREF SR (%) 7F 7 1 OTe-132 (29%) (@2r-97 (19.5%) ,3Ba-140(10.7%) @I-133(8.5%),B)I-135(6.8%),®Sr-91(5.5%),(DCe-143(4.7%),
@M0-99(4.7%),@Te-133m(1.7%),AY-93 (1.3%)

FRIEIXT - 1H~S5HZ OB TR EZE
DIFEFTESR (W) FVF VY IDETIL

1z : 32.8%
Te-132(29%),Tel131m(1.1%),
Te-131(0.5%),Te-133(0.3%) 81 : 1.4%
BEEES + LFS Y-93(1.34%),
Y-92(0.02%)
Y-921(0.01%)
IHSTFES

5 : 5.8%
Sr-91(5.5%)
Sr-928(0.4%),
Sr-89(0.1%)

HehtieE 2iz : 20.5% ofi : 1.3%
Zr-97(19.5%), $b-128(0.7%)
2r-95(1.1%), ,Sb-131(0.47%)
6fiz : 4.7% HsthES 5b-129(0.15%)
Ce-143(4.6%) BETEEE
Ce-141(0.1%)
BSTEEE 3fi : 16.2% 103 : 0.61%
I-133(8.5%) Ru-103(0.61%)
1-135(6.8%), '

HHIEZ Ru‘}jgé(ﬁ%% 1%)

7145 4.7%
Mo-99(4.7%)
H5TEEE 116 : 0.5%
447:10.7% La-143(0.27%)
Ba-140(10.7%) ,La-141(0.22%)
Ba-141 (0.01%) ,La-14000.1%)
HETEEE HETEEZE
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	スライド 23:    　3.４：外部被ばくと内部被ばくを起こす放射線の分類 （１）α線（Heの原子核）は空気中を45mm,β線（電子）は1m(最大10m)しか飛程しない。γ線（光子）は質量がないので空気中で、エネルギーを減衰させることなく人体に届きかる通過していく。⇒外部被ばくを起こす主犯はγ線である。 （２）ベータ線核種を体内へ摂取したり皮膚に付着した場合、β線は10㎜程度は飛程するので臓器細胞や皮膚細胞内のDNAを損傷させる。放射性U,Puが出すα線の場合は40μｍと短い距離しか飛程しないがその距離
	スライド 24: 3.5：ベータ線熱傷の症状とDNAクラスター損傷の関係 （１）Te-132,I-132親子核種に代表されるβ線壊変核種による皮膚内部被ばくによるベータ線熱傷が起こる。⇒急性症状は①数時間～数日の内の皮膚の紅斑が表れ②３～6週間後には表皮の細胞をつくる胚芽細胞の減少とともに皮膚が角化してはがれ③４～６週間後には水ぶくれやびらんが生じ④6週間未満で潰瘍だでき⑤10週未満で壊死が起こる。⇒ベータ線熱傷の症状は、テルル化合物急性毒症状と類似である。 （２）β線壊変核種による内部被ばくでは、臓器細
	スライド 25:  3.６：左図：DNAの塩基損傷（電離放射線単一の飛跡で1本の鎖の1か所で損傷）と2本鎖切断（単一の飛跡で2重らせんの両方を損傷）のモデル図 3.６：右図：クラスターDNA損傷の概念図⇒クラスターDNA損傷とは、10～20塩基（1～2回のらせん回転相当）内で、2か所以上の損傷、たとえば塩基損傷やDNA鎖切断等を持つものであり、クラスター損傷は大きな生物的効果を引き起こす原因になると想定されている。 左図の文献：産業医科大学医学部放射線衛生学講座「放射線学入門ー福島第一原発事故お受けてー」
	スライド 26: 4.1：広島大学の病理学者であった杉原良夫の原爆症定義に関する報告書の表紙。 ＡＢＣＣ（原爆障害調査委員会）が急性原爆症を爆心地から2ｋｍ以内の脱毛、紫斑、口内炎に限定したことについて猛烈に批判しました。広島大學研究者を中心にして「広島原爆障害研究会」が発足し、その論文の中で杉原は「原爆症とは、被爆者の体内に生じた病的変化をすべて総称するものと仮定する。これは不明な原爆症を解明するために必然的な立場なのです。なぜならば、原爆放射線によってどんな病気が起こるか分からないのですから、被爆者全
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	スライド 28:   4.3：原子爆弾被爆者の医療等に関する法律で「公式に認定された原爆症」 　法律は昭和３２年４月１日に施行された。原爆放射線を多量に浴びた者が“特別被爆者”として医療費が原則として支払われることとなった。さらに、この法律に基づいた原子爆弾被爆医療審議会は、一般被爆者のうちで健康診断の結果、造血機能障害、肝臓機能障害、その他厚生大臣が定める障害（悪性新生物、内分泌の障害、中枢神経の欠陥損傷、循環器系の障害、腎機能障害）があると認められたものは、認定疾患とすることになった。原爆症として認証

